
  

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
大
募
集 

 

テ
ー
マ:

四
谷
の
千
枚
田
の
「
自
然
」
や

「
農
作
業
風
景
」
、
「
体
験
学
習
」
な
ど
、

自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。 

第
九
回
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル(

主
催 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
・
東
三
河
郵
便
局 

後
援 

新
城
市
、
新

城
市
教
育
委
員
会
、
新
城
市
観
光
協
会
、

奥
三
河
観
光
協
議
会
、
東
愛
知
新
聞
社) 

       

を
実
施
し
ま
す
。
応
募
対
象
は
小
学
生
・

中
学
生
。
受
付
期
間
は
八
月
一
日
～
九
月

三
十
日
。
入
賞
者
に
は
本
年
度
新
米
・
鳳

来
牛
入
り
ハ
ン
バ
ー
グ
セ
ッ
ト
・
ク
オ
カ

ー
ド(

千
円
分)

・
五
平
餅
セ
ッ
ト 
 

問
い
合
わ
せ
はN

PO

法
人
国
内
産
米
の
粉

伝
統
食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク   

h
t
t
p
:
//
k
o
ku
k
o
me
.
com/ 
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チ
ラ
シ
・
応
募
ハ
ガ
キ
は
東
三
河
管
内
郵

便
局
、
千
枚
田
案
内
看
板
、
新
城
市
鳳
来

寺
山
自
然
科
学
博
物
館
、
奥
三
河
観
光
協

議
会
、
古
民
家
カ
フ
ェ
「
た
て
ば
」、
八
雲

だ
ん
ご
直
売
店
ほ
か 

 

今
年
も 案

山
子
が
や
っ
て
き
た 

                        

七
月
四
日
、
隣
む
ら
の
設
楽
町
津
具
か

ら
四
体
の
案
山
子
と
四
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
  
が
軽
ト
ラ
の
ボ
デ
ィ
に
積
ま
れ

て
や
っ
て
き
た
。 

 

現
場
に
到
着
し
た
案
山
子
た
ち
は
「
チ

ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、

手
際
よ
く
化
粧
や
着
付
け
を
さ
れ
て

次
々
に
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
訪
れ
た
観

光
客
は
リ
ア
ル
～
と
大
喜
び
。
今
年
の
案

山
子
の
テ
ー
マ
を
聞
く
と
「
千
枚
田
に
も

二
ホ
ン
ジ
カ
や
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
て

困
っ
て
い
る
と
聞
き
、
メ
ン
バ
ー
の
発
想

か
ら
写
真
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
案
山

子
に
な
っ
た
」
そ
う
だ
。 

 

一
見…

農
家
の
年
寄
り
が
一
服
に
「
し

し
汁
」
を
煮
な
が
ら
、
串
だ
ん
ご(

八
雲
だ

ん
ご
？)

を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
鉄
砲

担
ぎ
が
通
り
か
っ
た
。
百
姓
と
猟
師
は
シ

カ
を
追
っ
払
う
に
は
竹
ぼ
う
き
を
振
り

回
す
の
が
一
番
だ
で
ノ
ン…

と
お
互
い

に
笑
い
こ
け
て
い
る…

そ
ん
な
、
イ
メ
ー

ジ
が
膨
ら
む
。 

チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

:
 

愛
知
県
設
楽
町
津

具
地
区
を
拠
点
と
す
る
住
民
有
志
の
仮
装

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ー
ム
で
、
テ
レ
ビ
番
組

「
全
日
本
仮
装
大
賞
」
に
連
続
二
十
回
出
場

の
常
連
と
し
て
知
ら
れ
、
地
元
を
元
気
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
仮
装
大
会
で
の
技

術
を
活
か
し
た
精
巧
な
「
リ
ア
ル
案
山
子
」

の
制
作
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
地

域
活
性
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

心 

情 
 

今
号
、
一
面
に
掲
載
し
た
「
四
谷
の
千

枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」、「
リ
ア
ル
案
山

子
」
は
、
丸
八
製
菓(

八
雲
だ
ん
ご)

の
鈴

木
先
代
社
長(

会
長)

が
四
谷
の
千
枚
田

に
魅
了
さ
れ
、
末
永
い
保
存
継
承
の
願
い

を
込
め
、
耕
す
農
家
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
ば
と
千
枚
田
五
平
餅(

古
米)

の
開

発
、
販
売
を
手
始
め
と
し
た
数
々
の
支
援

の
一
環
で
あ
り
、
息
子
の
社
長
、
専
務
も

先
代
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
多
岐
に
渡
り
、

地
味
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
広
く
お
知
ら
せ
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
、
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

 

な
お
、
丸
八
製
菓
、
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

は
と
も
に
「
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振
興
協

議
会
」
の
会
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 274 号  

 

 



 

気
候
変
動 

～
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
～ 

昨
年
は
統
計
以
来(

明
治
二
十
六
年)

最
も
高
い
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
。
四

月
、
五
月
に
お
い
て
も
夏
日
が
観
測
さ
れ

そ
の
暑
さ
も
限
界
に
近
い
猛
暑
日
が
続

き
、
軽
い
熱
中
症
に
か
か
っ
た
り
、
そ
の

対
策
に
苦
慮
し
た
。
な
お
、
国
内
最
高
気

温
は
群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
八
月
五
日
に

四
十
一
、
八
℃
が
、
新
城
市
で
も
七
月
六

日
に
三
十
七
、
三
℃
を
記
録
。
こ
の
値
は

観
測
値
で
あ
り
、
炎
天
下
で
は
「
う
だ
る
」

暑
さ
を
通
り
越
し
た
「
焼
け
る
」
日
々
が

十
一
月
ま
で
続
き
、
急
に
寒
く
な
っ
た
。

昨
年
は
夏
と
冬
の
二
季
で
春
と
秋
が
な

か
っ
た
よ
う
な
年
で
も
あ
っ
た
。 

田
ん
ぼ
の
稲
も
平
地
で
は
高
温
障
害

に
よ
る
白
化
現
象
の
発
生
な
ど
で
減
収

が
大
き
か
っ
た
が
、
千
枚
田
は
湧
き
水
に

依
存
、
小
さ
な
だ
ん
だ
ん
田
ん
ぼ
の
た
め
、

か
け
流
し
な
ど
で
対
処
し
た
た
め
、
大
き

な
被
害
は
免
れ
た
し
、
台
風
が
来
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
ま
あ…

ま
ぁ
で
あ
っ
た
。 

 

今
年
は
近
年
続
い
た
記
録
的
な
高
温

傾
向
も
な
く
、
平
年
を
下
回
る
日
が
続
き
、

六
月
末
ま
で
「
こ
た
つ
」
の
お
世
話
に
な

っ
た
し
、
七
月
七
日
、
今
も
エ
ア
コ
ン
を

暖
房
に
「
た
よ
り
」
を
書
い
て
い
る
。 

ま
た
、
今
年
は
台
風
の
当
た
り
年
か
、

発
生
数
は
七
月
七
日
現
在
、
す
で
に
十
個

と
、
平
年
の
約
二
倍
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
、

そ
の
う
ち
、
三
個
が
列
島
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
天
気
も
梅
雨
期
ら
し
く
雨
の

日
が
多
く
続
い
て
い
る
。
今
も
ニ
ュ
ー
ス

で
九
州
、
四
国
で
は
「
線
状
降
水
帯
発
生
」

と
注
意
喚
起
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

八
日
、
気
象
庁
は
九
州
北
部
・
中
国
・

近
畿
地
方
が
梅
雨
明
け
し
た
と
発
表
。 

皆
ん
な
で
柏
餅 

 

六
月
二
十
八
日
、
連
谷
明
朗
ク
ラ
ブ
は

連
谷
会
館
に
お
い
て
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
柏
餅
」
を
楽
し
ん
だ
。 

丸
地
光
世
会
長
は
「
皆
さ
ん
、
今
日
は

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
男
の
人
は
公
民
館
の

庭
の
掃
除
、
女
の
人
は
手
作
り
で
美
味
し

い
お
柏
餅
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。 

昔
の
母
ち
ゃ
ん
の
味
で
す
の
で
、
よ
く
味

わ
っ
て
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で

は
、
今
か
ら
試
食
会
を
始
め
ま
す
。
と
挨

拶
。
参
加
し
た
会
員(

男
性
八
名
、
女
性
十

五
名)

は
柏
餅
を
肴
に
「
昔
は
あ
～
だ
っ

た…

こ
う
だ
っ
た…

」
と
井
戸
端
会
議
に

大
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。 

柏
餅
の
由
来:

江
戸
時
代
に
武
家
社
会

で
誕
生
し
た
。
柏
の
葉
は
新
芽
が
出
る
ま

で
古
い
葉
が
落
ち
な
い
（
「
代
が
途
切
れ

な
い
」）
と
い
う
性
質
か
ら
、
子
孫
繁
栄
や

家
系
存
続
の
縁
起
物
と
し
て
端
午
の
節

句
に
定
着
。
柏
餅
文
化
の
地
域
性
は
、
東

日
本
は
柏
餅
が
主
流
で
、
西
日
本
は
柏
の

木
が
自
生
し
に
く
く
古
く
か
ら
伝
わ
る

「
ち
ま
き
（
笹
で
包
ん
だ
も
の
）」
を
食
べ

る
文
化
が
主
流
、
ま
た
、
北
海
道
は
「
べ

こ
餅
」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
葉
の
形
を
し

た
餅
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
。
東
日
本
は

「
柏
の
葉
」
を
使
用
。
中
身
は
「
こ
し
あ

ん
」
や
「
粒
あ
ん
」
が
定
番
。
西
日
本
は

「
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
」
を
使
用
。
中

身
は
「
み
そ
あ
ん
」
が
好
ま
れ
る
。 

初
節
句
の
鯉
の
ぼ
り
は
少
子
化
の
影

響
？
で
見
ら
れ
る
の
は
少
な
く
な
っ
た

が
昭
和
四
十
年
代
頃
は
長
男
誕
生
の
証

と
し
て
「
登
り
旗
」
や
「
鯉
の
ぼ
り
」、「
吹

き
流
し
」
が
あ
っ
ち
の
屋
敷
、
こ
っ
ち
の

の
庭
に
と
、
賑
や
か
く
見
ら
れ
た
。 

 

初
節
句
に
お
け
る
鯉
の
ぼ
り
は
「
外
か

ざ
り
」、
兜
や
鎧
は
「
内
飾
り
」
と
呼
ば
れ
、

両
方
を
飾
る
こ
と
で
家
の
内
外
が
平
和

に…

と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。 

 

こ
の
地
方
で
は
初
節
句(

長
男)

の
母

方
が
「
の
ぼ
り
旗
」
に
加
藤
清
正
の
虎
退

治
や
牛
若
丸
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
描
か

れ
、
願
い
を
込
め
て
贈
ら
れ
て
き
た
。 

 

初
節
句
に
は
母
方
は
勿
論
、
親
戚
縁
者
、

向
こ
う
三
軒
両
隣
に
一
尺(

三
十
セ
ン

チ)

に
余
る
大
き
さ
の
柏
餅
三
個
を
セ
ッ

ト
と
し
て
海
老
の
玉
置(

菓
子
製
造
業)

に
注
文
し
、
配
る
。
配
ら
れ
た
縁
者
は
、

そ
の
柏
餅
が
鯉
の
ぼ
り
の
請
求
と
受
け

止
め
、
そ
れ
、
相
当
な
も
の
を
贈
る
習
わ

し
が
あ
っ
た
。
な
か
に
は
三
軒
も
五
軒
も

柏
餅
を
貰
っ
ち
ゃ
っ
て
、
お
祝
い
金
で
も

「
馬
鹿
に
な
ら
ん
」
と
、
う
れ
し
い
悲
鳴

が
聞
こ
え
て
き
た
り
も
し
た
。
昭
和
だ
。 

 

そ
う
そ
う
、
写
真
の
右
側
五
人
は
本
物

の
明
朗
ク
ラ
ブ(

旧
老
人
ク
ラ
ブ)

正
会

員
で
、
ど
っ
し
り
座
っ
て
い
る
。
真
ん
中

辺
り
の
二
人
と
椅
子
に
腰
か
け
て
携
帯

を
い
じ
っ
て
い
る
二
人
が
古
希
近
い
「
棚

田
っ
娘
」
で
、
ま
だ
、
お
ぼ
っ
こ
い
の
か
？

固
ま
っ
て
い
な
い
の
か
、
椅
子
を
頼
り
に
、

痛
い
～
痛
い…

が
口
癖
に
な
り
つ
つ
も

あ
る
明
朗
ク
ラ
ブ
予
備
軍
？(

笑)

。 

直
払
い
生
産
活
動 

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
四
谷

集
落
協
定(

村
雲
伸
一
代
表)

は
七
月
四

日
、
活
動
事
業
と
し
て
農
道
、
水
路
、
法

面
及
び
周
辺
林
地
等
の
草
刈
り
を
実
施

し
た
。 

研
修
受
け
入
れ 

〇 

五
月
二
十
九
日
、
全
国JA

女
性
部
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
の
視
察
対
応
約
三
十
五
名

(JA

愛
知
東
幹
部
、
女
性
部
役
員
含
む) 

〇 

六
月
十
九
日
、
清
須
市
商
工
会
女
性

部
三
十
五
名
の
視
察
対
応 

      

行 
 

令
和
八
年 

七
月

十

五

日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
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